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金沢から発信する新しいまちづくり
　LGBTへの対応など、ダイバーシティ&インクルージョ
ンの取り組みが進む東京。しかし、ダイバーシティ&インクル
ージョンの最先端を突き進んでいる地域が、実は東京では
なく、金沢にあるといったら、皆さんは驚くだろうか？　そん
な最先端の取り組みの中心にいるのが、社会福祉法人佛
子園だ。社会福祉法人である以上、活動の軸は障害者支
援だが、その取り組みは、極めてユニーク。障害者支援施
設の運営といった枠にとどまらず、まちづくり全体をも推進
する主体として、安倍首相も視察に訪れるほど、全国から注
目を浴びる存在となった。まず目を引くのが、展開している事
業の多彩さだ。福祉施設だけでなく、温泉、牧場、カフェ、
スポーツクラブ、高齢者向け住宅、キッチンスタジオ等々、
かなり幅の広い事業を運営している。これらの事業の中で、
今回筆者たちが訪れた３つの施設について、最初に簡単に
紹介したいと思う。
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『三草二木 西圓寺』
—先進的取り組みの原点

『西圓寺』は、1473年に創建された寺院。2005年に廃寺と
なり、佛子園に相談が持ちかけられたことがきっかけとなっ
て、2008年に地域コミュニティの新たな拠点に生まれ変わ
った。①天然温泉「西圓寺温泉」②カフェが夜には酒場に
早変わりする「地域コミュニティセンター」③高齢者デイサ
ービスや障害者の生活介護を行う「福祉拠点」④地元や
障害者の方々が特産品（味噌や漬物など）をつくったりする
「働く場」、という４つの機能を兼ね備えている。福祉法人が
運営している施設がここまで多機能であることに、ただただ
驚かされるが、だからこそ、子連れの家族から高齢者・障
害者まで、多様な人々が集い、つながり、支え合う場として、
地域の活性化に多大な貢献をし続けている。さまざまな人
が集まり、人間味に溢れた付き合いが幾重にも積み重なっ
た場だからこそだろう、訪問して強く実感したのは、空間に
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満ちていた圧倒的な温かみと居心地の良さ。スタッフの方
も地域の方々も、東京から来た我々にすぐに打ち解けた対
応をしてくださり、いつまでもその場に居続けたくなってしま
うほどだった。

『Share金沢』
—ゼロからのまちづくり

『西圓寺』で目覚ましい成果を出した「多機能性」＝「ごち
ゃまぜ」というコンセプトを、約1万1,000坪という、東京ドー
ムほどの広大なエリアに意図的に応用して、ゼロからまちを
つくり出してしまったのが『Share金沢』だ。元々のきっか
けは、佛子園が運営していた児童施設を場所を移して新し
くつくる必要に迫られたことだった。その時に、障害のある子
どもたちを、特殊な閉鎖環境ではなくて、一般の人たちがい

る環境で育てたい。高齢者もいれば、学生もいて、健常者
の子どもたちもいる。日常的にいろいろな人たちがやって来
て、関わるような場所にすれば、障害があったとしても、普
通に多様な人たちと一緒に過ごすことができるようになるの
ではないか。それを人工的につくってみよう、というのが、設
立の想いだったそうだ。その想いと呼応するように、エリア
内には、サービス付き高齢者向け住宅、学生向け住宅、近
所の子どもたちがいつでも遊べる全天候型グラウンド、住民
が共同で運営する売店、セレクトショップ、ライブハウス、キ
ッチンスタジオ、天然温泉等、さまざまな施設が運営されて
いて、多機能性に満ちたまちとなっている。その点が評価さ
れて、グッドデザイン賞も受賞。安倍首相も視察に訪れるほ
ど知名度も高まり、全国から移住する人が絶えない。

『B's・行善寺』
—既にあるまちをどう変えるか

『B's・行善寺』は、一言で言えば、「西圓寺パワーアップ版」
とでもなるだろうか。「西圓寺は、あくまでもこぢんまりとした
地域だったからできたのでは？」という疑問を挟ませないか
のごとく、よりスケールを増して、1万人規模のまち全体で実
現してしまったことに驚かされる。また、進化のポイントはそ
れだけにとどまらない。『B's・行善寺』は、『Share金沢』のよ
うにゼロからまちをつくり出すのではなく、すでに存在するま
ちをどう「ごちゃまぜ」にしていくか、という構想で設計され
ている点が、大成功した『Share金沢』からも進化している
のだ。佛子園の本部周辺の再開発に伴い、ここでも温泉を

『西圓寺』では、近所の子どもたちが集まって、毎年恒例の餅つき大会が開催される。
こちらは2017年1月『西圓寺』9周年祭の様子

『Share金沢』は2014年にグッドデザイン賞、15年に第21回いしかわ景観大賞を受賞 『B's・行善寺』は複合施設でありながらも、壁や仕切りを感じさせないオープンな雰囲気
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掘って入浴施設をつくり、近隣住民の入浴料は無料に。飲
食施設も併設していて、人々が気軽に集える場にするととも
に、周辺には障害者が暮らすグループホームを12軒設置。
さらに、クリニックやウェルネス、小規模保育園などが入る
複合施設も開設することで、日常の中でさまざまな人のつな
がりを生み出して、まち全体を「ごちゃまぜ」にすることに成
功している。
　このように、数多くの事業と先進的なまちづくりを展開して
いる佛子園。その事業の多彩さと同じくらいユニークなキャ
リアを歩んでこられたのが、佛子園を率いる理事長の雄谷
良成氏だ。まずは、雄谷氏のこれまでの経歴を簡単に紹介
させていただきたい。

　幼少期は祖父が開設した障害者施設で、障害のある子
どもたちと寝食を共に。大学卒業後は、教員→青年海外協
力隊員（ドミニカ共和国派遣）→新聞社とキャリアを重ねて、
新聞社勤務後、34歳のときに、実家の社会福祉法人佛子
園に戻り、現在に至る。佛子園の理事長だけでなく、公益
社団法人青年海外協力協会の理事長など、他の要職も兼
務しており、さらには、現職の住職でもあるという。社会福祉
法人の理事長としては異色の経歴を持つ雄谷氏に、佛子
園が先進的なまちづくりを実現できている秘訣や背景にあ

いまは、だいぶ法律などの面で改善はしてきましたけど、や
はりまだ地域の中で特別な場所にいます。だけど、彼らの
能力というのは、みんなと一緒にいたほうが絶対に面白くな
るっていうのは、雰囲気としてはわかっていたんです。
　それを肌では感じていたんですが、ずっと従来型の施
設運営をしていました。何か違う、何かが違うと思いながら。
そんな時、ある施設をつくる話が持ち上がったのですが、
周囲の住民の方々から、「佛子園さんが、よく頑張ってい
るのは知っているけど、何とか建てるのはやめてくれない
か」という、真っ向からの反対じゃないんですが、総論賛成・
各論反対みたいな反応がありました。半世紀近くもやって
きて、結局こういう反応しか得られないのか……と落ち込
みました。ちょうどその時期に、『西圓寺』の相談を受けるこ
とになって、たまたま「ごちゃまぜ」になったんですね。そう
したら、「あれ！？ 案外面白いぞ」という結果が出てきて、
気づいたんです。今まで、世界の先進国は皆、障害者は障
害者だけ、高齢者は高齢者だけ、子どもたちは子どもたち
だけ、という形で福祉サービスを提供してきたわけです。
だから、だんだん経済が安定して社会保障ができたら、ど
んどん縦割りになっていった。ところが、そうなるとそれぞ
れの分野で専門性が高まった一方で、社会の縦割り化を
強めてしまった側面があると思うんです。だからこそ、今も
う一度、社会の中で、「ごちゃまぜ」になる場の必要性が高
まってきているのではないでしょうか。　

おおや りょうせい●社会福祉法人佛子園理事長。金沢大学卒業後、青年海外協力
隊に参加（ドミニカ共和国、障害福祉指導者育成）。財団法人フンダシオン・オーサカ

（ドミニカ共和国、医療過疎地病院建設）センター長、北國新聞社、金城大学非常勤
講師等を経て、2000年より現職。普香山蓮昌寺（ふこうざん れんじょうじ）住職を務め
る。ほかに公益社団法人青年海外協力協会理事長、一般社団法人生涯活躍のまち推
進協議会会長、全国社会福祉法人経営者協議会地域公益活動推進委員会専門委
員、公益財団法人日本知的障害者福祉協会の経営に関する特別委員会委員など。

る考え方・想いについて、話を聞くことができた。

企業だけでなく、
社会すら縦割りになっている日本

　先ほど紹介した、佛子園が運営する施設の面白い特徴
の一つが、「障害者の方々が閉鎖的な場所に閉じ込められ
るのではなく、普通の人々が生活をしている中に、自然と居
るところです」と雄谷氏は語る。以下に雄谷氏の言葉をまと
めてみた。

　僕は小さいときに施設の中で育ったので、障害のある人
たちと一緒に暮らすということを特別だとは、あまり思いま
せんでした。しかし、社会に出てみると、障害がある人たち
は、どちらかというと差別的な扱いを受けた時代があった。

特集　ダイバーシティ社会を生き抜く、インクルーシブなマーケティング
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「ごちゃまぜの力」がもたらす奇跡
『西圓寺』をきっかけに、ごちゃまぜの場を生み続けてきた
雄谷氏。ごちゃまぜの場の中では、思いがけない化学反応
が起きるため、通常の福祉サービスでは起きないような奇跡
をたくさん目撃してきたという。

　愛着障害という障害で、関東のとある県の全ての支援
施設からお手上げだと言われて、放り出されてしまった子
がいました。愛着障害とは、人にかまってほしいという障
害です。幼いときは親がかまってくれますが、下の子がで
きると、親が下の子の面倒を見始めるので、駄々をこねる
わけです。愛着障害でなくても、そんな子はいますよね。で
も体が大きくなってくると、手に負えなくなってくる。すご
いパワーで、もっと暴れだすんです。そうすると手が出たり
するので、親は、もうギブアップになって施設に出してしま
います。でも今度は、施設の中で、支援員がほかの子の面
倒を見に行くと、また暴れたりするんで、結局、病院に預け
られてしまいました。「この子は、もう一生、精神科病棟か
ら出られません」と。お母さんは金沢の出身だったんで、「何
とか、この廃人みたいな生活から脱出させたい。でもほかに
行く場所がない」と言って、うちに連れてきたんですよ。私
も「手強そうだな」という印象を受けましたが、受け入れま
した。というのも、いままでＮＯと言ったことがないんですよ、
うちの法人（笑）。
　最初の３カ月間は、良かったんです。しかし慣れてきたら、
ある仕事ができなくて目の前の包丁をパッと取ったんです。
職員も特に気にしていたんで、パッと押さえたらドンと頭突
きを受けて鼻を折られた。これは扱いにくさでいうと、横綱
級です。もう暴れだしたら止まらない。特に、信用した人に
手を出すんです、反撃を食らいませんから。親とか職員は、
絶対反撃してこないって、わかるから手を出すんですよ。こ
のようにひどくなって、やっぱり厳しいなと感じていた矢
先に、変化があったんです。
　何が起きたかというと、ある子どもが「おにいちゃん、ギ
ター弾ける？」って、壁にかかったギターを彼に渡した
ことがありました。彼がポロロンって鳴らしたら、「おにいち
ゃん、上手」って言われたみたいなんです。もちろんほかの
人が聞いたら、全然弾けていません（笑）。バーンバーン

って聞こえてくるんで、「何が起きたんだ！？」と行ってみ
たら、そんな出来事がありました。その時に、「あれっ？」と
思って。彼が、すごい安定して、いい顔していたんです。「こ
れは、いけるんじゃないか」と感じました。どういうことかと
いうと、我々はそれまで、彼に対して「いざとなったら制止
する」というアプローチを強く取っていました。子どもから
ギターを褒められたような、彼が「機能する」というアプロ
ーチを、まだ取っていなかったことに気が付いたんです。
そこで、職員も考えて、募金箱や赤い羽根といった活動を
手伝ってもらうようにしたら、すごく良くなっていきました。
地域の全施設がギブアップして、精神科に送って、もう一
般社会には出られないと言われた子が、今は施設内のフィ
ットネスクラブで、高齢者の方々と笑いながら交流したり、
重度心身障害者の男の子のヘルパーをしたりしています。
ここまで来ましたね。これが、福祉や医療における今までの
手法では解決できなかった地域の力なんです。

健康は、医療や福祉ではなく、
地域がつくる

　つまり、佛子園が実践してきた「ごちゃまぜの場づくり」と
は、「地域の力」を高めてきたということにほかならない。地
域は本来、多様な世代・生活・価値観に遭遇する場であり、
その遭遇率を高めること（＝ダイバーシティ&インクルージ
ョンすること）が、地域の本来持つ力を引き出し、地域住民
の健康や福祉の増進にもつながっていくのだ。雄谷氏によ
ると、このような現象は「公衆衛生学」という学問領域で説
明ができるという。

　今までの病院や福祉施設では、サービスを提供するス
タッフと、そのサービスを受ける人の合計数しか、施設を
利用する人はいません。ところが、『B's・行善寺』では、そ
の数は全利用者の３分の１だけなんですよ。残りの３分の
２は、全く福祉や医療を必要としていない人が近所から来
ているんです（【図表1】）。それを僕らは「交流人口」と呼び、
重要な指標にしています。普通、この言葉は観光で使うも
ので、福祉にはなじみません。例えば、病院内で、お茶を飲
んだり、お酒を飲んだりして、交流してもらったら困るわけ
ですから（笑）。
　しかし、病気を治す役割は病院が担う一方で、健康を促
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進する役割は誰が？という観点では、交流人口は大事に
なってきます。人が健康であり続ける、生涯活躍していく
ようにする、その役割は、実は地域が担うという考え方があ
るんですね。これが、まさに「公衆衛生学」という領域です。
　アメリカの研究なんですけど、ニコラス・Ａ・クリスタキ
スという、ハーバード大学医療社会学の教授が、「幸せは
波及する」ということを証明して、2009年タイム誌の「世界
で最も影響力のある100人」に選ばれました。何を証明し
たかというと、1.6㎞圏内で、誰かが「幸せ」って言うと、幸
せが伝わるのは、身近な人では15％、知り合いの知り合い
では10％、知り合いの知り合いの知り合いでは６％というこ
と。つまり誰かが「幸せ」って言ったら、ほかの誰かに影響
するという程度の話に聞こえるかもしれませんが、公衆衛
生学的に驚くのが、「この２人は面識がない可能性がある」
という点なんです。会ったこともない人が「幸せ」って言っ
たら自分に影響するって、ちょっと考えられなくないです
か？　それを科学的にデータで証明したので「100人」に
選ばれたんです。
　これを地域に当てはめて考えてみると、例えば、障害の
ある人が、もし差別を受けて悲しい思いをしていればアン
ハッピーが伝わる。老人が独居になって孤立し、周囲と
の関係が断たれればハッピー感は伝わっていかない。元
気な人も、そうでない人も、みんな地域の中にいて関わっ
ていく、つながっていくことが、実は社会的に幸せ感を増
すとか、寿命を延ばすことになる、というデータなんですね。

　だから、病気になったら医者が治す。しかし健康である、
あるいは長生きするための活動を誰がやるのかというと、そ
れは地域。それを僕らは、「ごちゃまぜ」と呼んでいます。

福祉施設が、迷惑施設から人口増幅装置へ
　ごちゃまぜの力は、地域住民の健康・福祉に貢献する
だけではない。なんと、その地域の人口を増やす効果もある
という。人口減少を止める有効な手立てが、実は福祉施設
の運営方法にあるとは、過疎化に苦しむ地方自治体の方々
も目から鱗なのではないだろうか。

『西圓寺』は「施設型」というやり方ですけど、『Share金
沢』は「エリア型」といって、日本版CCRC（Continuing 
Care Retirement Community）に相当します。そして、『B's・
行善寺』は「タウン型」といって、地域の人々の心の拠り所
になるような場所が中心にあって、さらにその１カ所だけ
ではなく、周りに数々の施設がバラバラと点在している。こ
の「タウン型」が、より効率的に、ワンストップで、いろんな
人たちを受け止める受け皿になりつつあって、これは相当
有効で、非常に面白いなと思っています。
　今、さらに、その「タウン型」をもう一つ進化させようとし
ているのが輪島の『輪島KABULET』。ここでは『Share金
沢』や『B's・行善寺』のように、大きなお金をかけないで、
空き家・空き地を使う予定です。空き家が増えると危険で
すから、それを有効活用して、さまざまな機能をまちの中に
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【図表1】 B's・行善寺の交流人口

■地域交流　■福祉
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コンパクトに点在させていきます。住民も普通に今までど
おりの生活を続けながら、空き家を使った拠点それぞれが
機能すれば、高齢者も、障害者も、子どもも、まちに溢れる
ようになるのです。
　その結果どうなるかというと、『西圓寺』であれば8年か9
年で55世帯が75世帯に増えていますし、『Share金沢』も
全国から移住者が集まっています。『B's・行善寺』の場合
も103世帯から始まって、現在は120世帯以上と2年間で
人口が増えました。従来、福祉施設はどちらかというと迷
惑施設で、「ここだけは勘弁してください」といった話が起
こりやすいのですが、今は反対になってきていますね。

ゴールがないというゴール
　このように、「ごちゃまぜ」というコンセプトで、ダイバーシ
ティ&インクルージョンを体現しながら、魅力的なまちづくり
を実践してきた雄谷理事長率いる佛子園。最後に、今後の
展望を聞かせていただいた。

　これは僧侶としての考え方なんですが、結論を言うと「ゴ
ールはない」です。なぜなら、これまで「人を育てられる人
を育てたい」という人材育成理念でやってきましたが、とい
うことは、僕が育てた人間が、さらに誰かを育てないと駄目
じゃないですか。すると、その人は、また下を育てないと
……って延々と続いていく。だからゴールはないんですよ。
この問題に正解はない。ここまでやったらOKということで
はなくて、「ずっと求め続ける」というのが解ではないでしょ
うか。だからといって佛子園に居続けるということでもない。
実は僕、早く引退しようかなと思っているんです（笑）。フ
ェードアウトしないと、次が伸びてこないので。
　つまり、どこで、どうしていくかという問題は別ですが、自
分がここまでやれたからいいということはなく、ずっとやり
続けていくんです。坊さんに引退はありませんので、結局

「Never Ending」なんですね。
　例えば、佛子園の理事長という職は、次の世代に引き渡
していって、僕は違う角度から応援する。具体的にはどう
なるかはわかりませんが、違う角度の球を投げてあげられ
たら楽しいなと思っています。僕がガンガンやっています
から、バトンを渡された次の人は不安でしょうが、でも何と
かなるんじゃないかな。スピリッツ的なものは、もう十分

伝わっているので。あとは経験が、もう少し乗ってくれれ
ばいい。
　僕は新聞社から入りましたが、福祉業界の人間は、例え
ば園長になるのが、他の業界と比べても一番遅いわけです。
六十幾つになって、ようやくなるような。なった後も2、3年
で終了とか、そういう人たちが多いんですよ。
　でも僕がバトンタッチを受け、1994年に新聞社から戻
ったとき、児童施設は1つ。人事異動もままならないし、そ
もそも新聞社の給料の半分になりました。人を育てるにも
その余裕がないし、自分の生活も厳しいことになった。そん
な状況だったから、32歳で自ら福祉施設の管理職になら
ざるを得ず、当時の感覚でもかなり早かった。でも、その中

インタビューが行われた理事長室も、外から中の様子が見られるオープンなつくりに
なっている

輪島KABULET®

三草二木 西圓寺

B’s・行善寺
Share金沢

【図表2】 佛子園が
運営する各施設の場所

で経験できた経験値は、す
ごく高かったんです。だか
ら僕が育てた人間で、三十
半ばまでになれる者は施
設長、園長にする、という
ふうに決めました。
　ですから、今、うちの連
中は若いですね。『B's・行
善寺』は本部の施設もあり、
たぶん日本の中でも「ごち
ゃまぜの最先端」になると
思いますが、それを率いて
いる者は40歳ちょっとです。

『西圓寺』も同じような年
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ですし、彼ら彼女らを育て始めて、だいたい30歳でそうい
う機会をプレゼントしています。まあ、プレゼントというより
自分たちで勝ち取ったわけですが、30代から概ねトレーニ
ングを積んでいるので、これからが面白いと思っています。
世の中の福祉業界を見れば、60代ぐらいがデビューなのに、
佛子園は30代でデビューしていくわけですから。
　一般的な企業でも30代前半から半ばぐらいで、人事権
も管理権も全部持って、動かすことができる経験なんてそ
う簡単にはありません。だからこそ、やらせたいと思ったの
です。結果、現在は全域、彼らにやってもらっています。だ
から、今後は僕がいなくても、まあ何とかなるのかなと思っ
ているんです（笑）。

佛子園から学ぶ、
インクルーシブ・マーケティングへの示唆

　佛子園の取り組みや雄谷氏の想いから、マーケティング
に携わる人間として、皆さんは何を感じられただろうか？　
さまざまな気づきを得ることができると思うが、本記事のまと
めに代えて、大きく２つほど、実践に向けたヒントとして私見
を述べさせていただければと思う。

①インクルージョンとは、「包摂」ではなく、「ごちゃまぜ」
　ダイバーシティ&インクルージョンの日本語としては、「多
様性」と「包摂」という訳語が当てられるのが一般的だ。ダ
イバーシティ＝「多様性」に、違和感を抱く方は少ないと思
うのだが、一方で、インクルージョン＝「包摂」は、初めて訳
語を聞いたときにピンと来た方は少ないのではないだろうか。
「包摂」という熟語が難しいことも相まって、筆者は最初まっ
たく腹落ちすることができなかった。
　しかし今回、金沢を訪れ、「ごちゃまぜ」というコンセプトを
聞いたとき、「あ、インクルージョンの訳語には、このほうが
圧倒的にしっくりくる」と感じた。インクルージョン＝「ごちゃ
まぜ」が、腑に落ちる感覚を持ったのだ。
　では、「包摂」と「ごちゃまぜ」には、どのような違いがある
のだろうか？　それは、「ごちゃまぜ」は「包摂」よりも能動
的なニュアンスを持つという点に尽きる。多様性を持った
人々を「包み込む」のではなく、積極的に「ごちゃまぜ」に
するのだ。佛子園が実践してきたダイバーシティ&インクル
ージョンには、企業のCSR関連部署が一般的に抱えがち

な義務的なニュアンス、本業の利益貢献には寄与しないと
いう消極性が、微塵も感じられない。そして、その積極性が、
佛子園から広がるコミュニティの中身の質を劇的に向上さ
せている。例えるならば、佛子園という「器」の上に、極めて
多彩に集う人々という「色彩豊かな料理」が盛り付けられて
いる、と表現できるだろうか。だからこそ、従来の想定を超え
た奇跡という名のイノベーションが数多く起きているのである。
　近年、あらゆる企業が「新規事業開発」を目的とした専
門部署を組織し、自らイノベーションを起こすべく励んでいる。
その部署は、佛子園が運営している各施設のように、属性
もバラバラな人間が「ごちゃまぜ」になっているだろうか？
　いや、そもそもイノベーションとは1部署だけで担えるもの
ではない。多くの他部署を巻き込んで、会社全体として「ご
ちゃまぜ」な状態にしているだろうか？　いや、イノベーショ
ンなんて、自社だけで起こせるものではないはずだ。自社に
とどめず、ロイヤルカスタマーも巻き込んでいるだろうか？　
いや、ロイヤルカスタマーなんて所詮、自分たちのファンな
のだから、耳の痛いことは言ってくれない。ロイヤルカスタマ
ー以外の顧客、今までターゲットとしてこなかった人々も巻
き込めているだろうか？　いやいや、顧客なんて企業のス
テークホルダーの一要素でしかない。イノベーションを生
み出すために、企業のあらゆる種類のステークホルダーを
積極的に巻き込んで、彼らと「ごちゃまぜ」になっているだ
ろうか？
　このように、「ごちゃまぜ」というコンセプトに沿っていけば、
イノベーションを生み出す具体的な方法論は、いくらでも広
がりを見せるはずだ。そして、当初想像もしていない「奇跡」
のような成果が目の前に現れるに違いない。

②主体性を100％委ねたマーケティング
　雄谷氏が話してくれた印象的なエピソードがある。福祉
施設のオープニングセレモニーは通常、福祉法人の職員
が準備を行うものだが、『B's・行善寺』のオープニングは全
部、なんと地元の人が勝手にやってしまったそうだ。そして、
佛子園側もそれを良しとする。主体性を、地元の方々に
100％委ねたのである。
　これはほんの一例で、大人だけでなく、子どもすらも主体
性を持ち、その場に関わろうとするそうだ。雄谷氏いわく、「ご
ちゃまぜの場所では主体性が生まれる。そして、主体性が
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右下に小さく黒子が描かれているが、これが佛子園を意味
しているそうだ。ごちゃまぜの場を生み出すには、その事業
主体がどれだけ黒子に徹することができるか。ごちゃまぜと
いうからには、事業主体すらも、その場の一要素として、一
歩引いて振る舞わなければならないのである。

　翻ってみると、企業のマーケティング活動・ブランディン
グ活動の主体性は、企業側にあるのが一般的だ。企業の
中にいる人間が主体となって計画したプランに沿って、キャ
ンペーンが実施される。この当たり前のことは、佛子園の先
ほどの極めて対照的なエピソードと照らし合わせると、実は、
単なる固定観念だということに気づかされる。現状は、リス
ク管理の関係もあって、なかなか難しいかもしれない。しかし、
程度の差はあれ、「うちでは、全てのキャンペーンを立案・
決定するのは、マーケティング部のスタッフではなく、100％
顧客なんですよ」という企業が、今後現れても不思議ではな
いと確信した。なぜなら、佛子園では、そのようなことが実際
に起きているのだから。
　この視点は、「企業・ブランドは誰のものか？」という議論
にも通じるところがある。経営者？　株主？　社員？　永
遠に論争が続くテーマではあるが、ダイバーシティ&インク
ルージョンの観点でいえば、「企業・ブランドは、社会のも
のである」と答えざるを得ない。インクルーシブ・マーケティ
ングは、「企業・ブランドの主体性を、社会や生活者に戻す」
ことを志向したマーケティングといえるだろう。ここで「委ね
る」ではなく、敢えて「戻す」という表現をしたのは、松下幸
之助が残した言葉にもあるとおり、昔から「企業は社会の公
器」だったからだ。

　では、主体性を社会・生活者に「戻す」ためには、どうす
ればよいのだろうか？　大事なことは、企業・ブランドを「舞
台」と捉えることだ。我々はあくまで舞台の管理人という黒
子的な役割を担っているだけであって、その舞台の上で、

（顧客に限らない）多様性に満ちたプレーヤーが「ごちゃ
まぜ」になって主体的に踊れるように、一歩引いて舞台をメ
ンテナンスし続ける。結果、企業・ブランドという「舞台」が、
恒常的に「ごちゃまぜの場」として機能し、さまざまなプレー
ヤーの主体性を、ますます引き出し、それが愛着に変換さ
れて、場に蓄積されていく。その蓄積が、さらに多様性に満
ちた人々を引き付け、「ごちゃまぜ」の度合いがどんどん高
まっていき、多彩な化学反応を巻き起こす。その化学反応が、
一つひとつ数珠つなぎのようにイノベーションを生み出し、
それが持続的成長につながっていく。これが、筆者が金沢
に行って肌で感じた、インクルーシブ・マーケティングとい
う未来像の視覚的メタファーである。
　マーケティング活動・ブランディング活動がコントローラ
ブルにならないことは、相当な不安とリスクを感じさせるだろ
う。しかし勇気と覚悟を持って、主体性を社会に返上して、
企業やブランドを「ごちゃまぜのプラットフォーム」にシフトさ
せることができるか？　佛子園が実践してきた「ごちゃまぜ
の力」を信じることができるか否かが、人口が減少する日本
にあって、継続的連鎖的な成長という「奇跡」に出合えるか
どうかの試金石になる。変化がますます激しくなる今、その
ような時代がすぐ間近に迫ってきているような気がしてなら
ない。

　以上、インクルーシブ・マーケティング＝「ごちゃまぜマ
ーケティング」という切り口から、その実践事例として、佛子
園の取り組みを紹介させていただいた。佛子園がこれまで
も、そしてこれからも、試行錯誤しながら切り開き続けていく、
その輝かしい道筋が、医療・福祉業界だけにとどまらず、マ
ーケティングと日々格闘しているあらゆる業界・企業、ひい
ては日本の未来にとって、希望の光になることを願ってやま
ない。

『Share金沢』のロゴの右下には、小さく黒
子が描かれている　＊黒子を囲った赤丸
は編集部が追加

ある場所は、愛着が湧く場
所になる」ということなのだ。
子どもの頃から愛着が湧く
場所だからこそ、たとえ一
旦その場所を離れても、再
び戻ってくる。それが、先ほ
ど紹介した人口増加の裏
側に働いているメカニズム
だったのである。
　この精神は、『Share金
沢』のロゴにも表れている。
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